さざんかこども園
２０２５年度　社会福祉法人はなぞの会　こども園・保育園　施設関係者評価
目標：社会福祉法人はなぞの会のこども園・保育園が、お互いに客観的な視点で施設評価を行うことで、保育の資質向上を目指す
評価日　２０２５年１０月　８日
評価者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役　職　つばき保育園　園長　　　　　
氏　名　渡辺　智子　　　　　　　　　

【保育・教育理念
はなぞの会の保育理念が日常の保育・教育に反映されているか
園長・副園長の理念への共通理解を基に、ひとりひとりの子どもへの関わりやより良い環境、大切にしていくことは何かを園全体で話し合い、全体的計画の作成や見直しを繰り返し行い保育の中で実践していることが確認できた。



、



【人権尊重】
常に子どもの立場にたって、子どもの成長に最善となるような取組（関わり・配慮）がなされているか
「子どもの権利条約」を掲示し、職員への周知を行っている。子どもひとりひとりに寄り添い、子どもが自分の思いを伝えることができるよう意識して保育している様子や、大人同士についても意見を聞いたり知ろうとしたりと相手のことを尊重できる関係性を大切にしているところの話を聞くことができた。



を



【情報保護】
個人情報の保護は適切であるか
マニュアルに基づき、はなぞの会入職時には厳守履行についての誓約書、子どもや保護者、園の情報に関して外部に口外することのないよう適切に秘密保持は守られている。
（






【苦情対応】
意見や苦情に対して適切に対応できているか毎年度行う園生活説明会また入所時には苦情相談窓口のシステムについて説明をしている。また「ご意見・ご要望の解決のための仕組み」についてホームページへの掲載、園内への掲示がされていた。説明すべきことは、事前に説明するように意識している。







【保健・衛生】
園児の感染症等の情報提供、日常の健康観察や感染症の拡大防止等の取り組みがなされているか
事故発生防止委員会を開催し、感染症対策や保健衛生などの伝達や研修を行っている。
子どもの健康状態を把握し、体調の変化に気づくよう日々の健康観察し情報共有を行っている。
感染症の状況は、アプリを利用し保護者への情報提供を行い、感染拡大に注意をはらっている。


配





[bookmark: _Hlk210656748]【安全】
救急・防犯・避難訓練等を通して、職員・園児の安全対応能力の向上を図るための取り組みがなされているか
安全計画を基に、避難訓練や防犯訓練、救命救急（AED）、水遊び時の対応などについて、定期的に実践したり話し合ったりして安全に過ごすことができるよう考えられている。
職員がヒヤリハットの書類をいつでも見ることができ、原因を分析して見直しを行うとともに職員が情報共有できるように意識している。
また、消防署の方から子ども向けに花火教室を行い、家庭においての安全の取り組みの話も聞くことができた。








【運営】
施設・設備の環境や管理等、運営は適切になされているか
こども園の設置基準を満たし、安全に過ごす環境を整えていた。
遊具や施設のチェックリストにそって点検を行い、事故につながる前に対応している。
猛暑の対策として、熱中症指数計を確認し日よけやシェードを活用、また室内でも快適に過ごすことができるよう配慮している。





【環境美化】
園内外の清掃、モノの整理整頓、清潔で整然とした環境になっているか。また、季節感等が感じられる工夫がなされているか。
子どもも大人も気持ちよく過ごすことができるよう、掃除のチェック表を利用しながら、
協力して掃除を行っている。
季節感だけでなく、素材や配置、色等についても大切に環境を整えられている。







【保育室】
室内の環境が子どもの発達に合わせて工夫され、玩具等適切に配置されているか。
子どもと大人の動線を考え、遊びや生活しやすい環境を考えて部屋作りに配慮している。
また、日々の遊びをみて、おもちゃの種類や量の調整を行っている。
乳児は月齢差や発達の幅があるため、発達をチェックできる表を参考に環境構成を行っている。






【保育内容】
全体的な計画に基づき、「歳児別保育目標」を意識した保育が展開されているか。
０歳児
・担当保育士など特定の大人との愛着関係、信頼関係を基盤として、生理的・情緒的な欲求が適切に満たされることで安心して生活する
１歳児
・様々な欲求や自己主張など、自我の育ちを十分に受け止めてもらいながら、大人との信頼関係を基盤として自ら関わろうとする意欲が高まる
２歳児
・大人との安定した関係の中で、自分のことを自分でしようとする意欲が高まる。また、自分の意志や欲求を言葉で表現し、言葉を交わし合う喜びを知る
３歳児
・自分についての認識と同時に身近な環境への認識が少しずつ深まり、大人とだけでなく、子ども同士での関わりを楽しむ。
４歳児
・子ども同士の遊びが豊かに展開し、仲間といる楽しさや喜びを感じると同時に自己主張のぶつかり合いや悔しさなどさまざまな葛藤も経験する。
５歳児
・経験や知識を生かし、創意工夫を重ね、仲間と協力して遊びを発展させる。仲間への信頼感や自分への自信を持ち、就学への意欲が高まり期待を抱く。
全体的な計画から年齢ごとの年間計画、月の計画に落とし込み、保育理念とつながっていることが確認できた。
ひとりひとりの子どもの発達を保育者が理解し意識して保育をしている。また、チェッ発達の観点から発達のチェック表を参考に保育者ひとりの主観ではなく確認し共有することができるため、保育者自身の見方が変わってきている話を聞くことができた。












【全体を通して】
保育理念に基づいた計画を職員同士繰り返し確認し理念を意識して保育を行っている。
話し合いの記録については、アプリを利用し文字おこしを実施している。
園で育てている季節の野菜や木のみなどを、子どもが触れたり見やすいように置かれたりして、その場所で季節を感じ楽しむことができる環境づくりになっていた。








